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はっけよい、のこった！
さて、軍配は？
第21回ちびっこ奉納相撲大会は６月
19日、区界地区の兜神社祭の中で開
かれました。門馬保育所の園児４人
と門馬小学校の児童11人が参加し、
園児、小学生低学年・高学年、総合
の各部門で取り組みが行われました。
小学生全員で行われた総合の部では、
低学年の児童が上級生に勝つと歓声
があがっていました。表紙は去石樹
里さん（５年）と黒澤大輝くん（２年）。

　今月は市県民税第１期の納期です。期限までに納めま
しょう。
■問い合わせ　市税務課収納担当（☎68-9074）

目次

（写真上）門馬保育所の園児による、ほほ笑ましい花相撲の取り組み
（写真下）ちびっこ相撲の取り組み前に行われた子どもみこし。新緑
の区界高原に、子どもたちの元気なかけ声が響き渡っていました

●撮影日　６月19日㈰
●場所　区界・兜神社

７月の 表紙

広報みやこ　No.141_July.2011

03　クローズアップ
宮古音声訳の会

04　「宮古市震災復興基本方針」の概要
06　市のお知らせ①

行方不明者の死亡届／固定資産税の取り扱いを決定／地震が
発生したら…津波に備え、すぐに避難を／各種委員を募集

10　まちの話題
「たろちゃんテント」盛況／宮古市魚菜市場「復興市」／女性

セミナー・講演会／出崎地区産直組合／閉伊川釣り大会／早
池峰山「山開き」／俳句に親しむ

12　健康プラザ
祝日歯科当番医／健康相談／献血のお願い／タラソテラピー
施設の利用料金の払い戻し　ほか

14　市のお知らせ②
国民年金保険料の免除申請／こころの健康を守るために

15　子育て情報・各種相談日程
にこにこルーム／つどいの広場／４〜７月のハッピーバース
デイ／７月の各種相談日程

18　情報掲示板
公民館・各市民団体などの催し  ほか

20　お知らせ
応急仮設住宅の入居申込について／業務中に死亡された方へ
の災害弔慰金の支給について  ほか

22　ふるさと博物館・図書館情報
史跡「十三仏霊場」／市立図書館７月の特集・癒しの心

24　まちの話題ピックアップ
宮古あきんど復興市

　市総合窓口課は、６月27日㈪から本庁舎東側駐車場の
仮設事務所に移転しました。
　また、旅券業務も同日から再開しました。旅券の申請
受付時間は平日の午前９時から午後４時30分まで、受取
時間は平日の午前９時から午後５時までです。
■問い合わせ　市総合窓口課市民窓口担当（☎68-9077）

市総合窓口課移転のお知らせ

７月の市税納期
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﹁
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
た
め
の

情
報
収
集
や
学
習
、
社
会
参
加
の
一
助

に̶

﹂。
声
で
情
報
を
届
け
る
活
動
を

始
め
て
19
年
。

　

平
成
５
年
２
月
、
７
人
の
会
員
で
ス

タ
ー
ト
し
た
宮
古
音
声
訳
の
会
︵
上
野
政

代
会
長
、
会
員
19
人
︶
は
、﹁
広
報
み
や

こ
﹂、﹁
市
議
会
だ
よ
り
﹂、﹁
社
協
だ
よ
り
﹂

な
ど
の
音
声
訳
録
音
を
行
い
、
利
用
者
へ

届
け
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
市
内
に
26
人
。
利
用
者
の
聞

き
た
い
内
容
に
応
じ
て
テ
ー
プ
を
作
成
し

届
け
て
い
ま
す
。

　

上
野
会
長
は
、﹁
文
字
を
そ
の
ま
ま
伝

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
写
真
の
解
説
も
あ

り
ま
す
。
聞
く
人
に
そ
の
情
景
が
分
か
る

よ
う
に
配
慮
す
る
な
ど
、
と
て
も
繊
細
な

作
業
で
す
﹂
と
音
声
訳
の
難
し
さ
を
語
り

ま
す
。

　

会
の
活
動
は
月
１
回
の
例
会
の
ほ
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
で
の
録
音
、
利
用
者
と

の
交
流
会
、
学
習
会
、
会
報
づ
く
り
な
ど

多
岐
に
及
び
ま
す
。
会
報
は
発
足
以
来
２

０
０
号
を
超
え
、
会
員
間
の
情
報
交
換
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
﹁
ど
こ
か
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
は

ず
。
私
た
ち
の
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
を
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
﹂。
そ
の
た
め

に
も
会
員
を
増
や
す
こ
と
が
急
務
に
な
っ

て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
﹁
ど
な
た
で
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
参

加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
録

音
に
は
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
方
法
も
検

討
し
て
お
り
、
そ
の
技
術
に
詳
し
い
人
の

参
加
も
期
待
し
て
い
ま
す
﹂
と
、
今
後
の

活
動
に
意
欲
を
見
せ
る
上
野
会
長
。

　
﹁
情
報
は
誰
に
で
も
受
け
取
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
う
し
た
方
々
の

手
助
け
に
な
る
こ
と
を
念
頭
に
、
こ
れ
か

ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
﹂。

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の

一
助
に
と
、
会
員
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
で

積
み
上
げ
て
き
た
活
動
は
、
今
後
も
続
き

ま
す
。

宮古音声訳の会
誰もが暮らしやすいまちづくりの一助に･･･声の情報届けて19年。

７月のクローズアップ
CLOSE  UP

宮古音声訳の会　会員募集

■録音活動　広報みやこ、市
議会だより、社協だより、月
刊タウン誌「みやこわが町」、
岩手日報「ばん茶せん茶」、新
聞拾い読み、バス時刻表、プ
ライベートサービスほか
�■会員年会費　1,200円
■問い合わせ　宮古音声訳の
会事務局・中家（☎72-2537）



織
、
市
民
活
動
団
体
、
企
業
・
事
業
者

な
ど
本
市
に
関
わ
る
全
て
の
人
々
が
一

丸
と
な
っ
て
復
興
に
取
り
組
む
た
め
の

指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

⑵ 

復
興
計
画
の
内
容

　

復
興
後
の
市
民
生
活
や
市
街
地
の
形

成
な
ど
の
あ
る
べ
き
姿
︵
目
標
︶
を
掲

げ
ま
す
。

　

各
施
策
の
方
向
を
示
し
、
そ
の
実
現

手
段
を
体
系
化
し
ま
す
。

　

計
画
の
柱
は
、「
す
ま
い
と
暮
ら
し

の
再
建
」・「
産
業
・
経
済
復
興
」・「
安

全
な
地
域
づ
く
り
」
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
計
画
は
、
外
部
検
討
組
織
や
被
災

し
た
方
を
は
じ
め
市
民
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
な
が
ら
定
め
ま
す
。

※
「
復
興
計
画
」
は
、
10
月
を
め
ど
に

策
定
し
ま
す
。

○
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
事
業
を
進
め

ま
す
。

○
被
災
し
た
市
民
へ
の
配
慮
と
公
平
性

を
確
保
し
ま
す
。

○
状
況
変
化
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し

ま
す
。

　
　
　
復
興
計
画
の
策
定　

　

復
興
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
に

基
づ
き
、
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

⑴ 
策
定
の
趣
旨

　

復
興
計
画
は
、
復
興
対
策
を
迅
速
か

つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
の
総
合
的

な
計
画
で
す
。

　

国
や
県
、
公
共
的
機
関
と
の
連
携
・

協
力
と
と
も
に
、
市
民
、
地
域
自
治
組

能
な
自
治
体
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
長

期
的
な
展
望
に
立
ち
、
よ
り
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
の
実
現
に
向
け
取
り
組

み
ま
す
。

　

防
災
施
設
を
再
構
築
す
る
な
か
で
、

自
ら
の
生
命
を
自
ら
守
ら
れ
る
よ
う
な

環
境
整
備
、
共
助
に
よ
る
地
域
防
災
力

の
向
上
、
そ
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
強
化
、
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
配
慮
す
る
事
項　

　

復
興
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
配

慮
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
﹁
参
画
﹂
と
﹁
協
働
﹂
を
基

本
と
し
て
進
め
ま
す
。

　
　
基
本
的
な
考
え
方

　　

本
市
の
復
興
に
向
け
た
基
本
的
な
考

え
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
市
民
生
活
の
安
定
と
再
建

　

応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
な
ど
に
よ
る

住
ま
い
の
確
保
を
は
じ
め
と
し
た
暮
ら

し
の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

　

各
産
業
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。
地
域
経
済
の
早
期
回

復
、
雇
用
の
維
持
・
確
保
な
ど
、
市
民

が
安
定
し
た
生
活
を
取
り
戻
す
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

○
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現

　

市
民
の
生
活
環
境
を
被
災
前
の
状
況

に
戻
す
の
で
は
な
く
、
本
市
が
持
続
可

「
宮
古
市
震
災
復
興
基
本
方
針
」
の
概
要

広
報 2011.7.1 ❹

市
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
取
り
組
み
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
「
宮
古
市
震
災
復
興
基
本
方

針
」
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
基
本
方
針
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
策
定
す
る
復
興
に
向
け
た
総
合
的
な
計
画
「
復
興
計
画
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重
視
し
な
が
ら
策
定
を
進
め
て
参

り
ま
す
。
こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
か
ら
の
復
興
を
必
ず
成
し
遂
げ
る
た
め
、
市
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

市
復
興
推
進
室
（
☎
�
２
１
１
１
）

平
成
23
年
６
月
１
日
策
定

１

２

３



継
続

⑺ 

雇
用
確
保
と
産
業
の
復
興

❶
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
の
支
援
な
ど

被
災
者
の
雇
用
と
生
活
資
金
の
確
保

❷
【
漁
業
】
漁
港
・
漁
場
に
堆
積
し
た

が
れ
き
の
除
去
作
業
を
進
め
、
漁
港
・

漁
場
の
機
能
と
生
産
基
盤
の
回
復
。
漁

協
と
連
携
し
漁
業
者
の
経
営
・
金
融
相

談
の
充
実
と
、
漁
業
の
再
建
に
向
け
た

支
援
の
強
化

❸【
商
工
業
】
建
物
な
ど
の
解
体
撤
去
、

仮
設
店
舗
・
工
場
な
ど
で
の
事
業
再
開

の
支
援
。
国
・
県
や
商
工
会
議
所
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
事
業

の
維
持
・
再
開
に
向
け
、
利
子
補
給
の

ほ
か
情
報
提
供
、
相
談
体
制
の
充
実

❹
【
農
林
業
】
農
地
へ
流
入
し
た
が
れ

き
の
撤
去
。
国
・
県
や
農
協
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
た
耕
地
の
除
塩
や
堆
積

土
砂
の
除
去
、
用
水
路
・
揚
水
施
設
な

ど
の
復
旧
。
損
壊
し
た
地
場
材
を
加
工

す
る
施
設
・
設
備
な
ど
の
早
期
の
復
旧

❺
【
観
光
】
損
壊
し
た
国
立
公
園
施
設

や
主
要
な
観
光
施
設
な
ど
の
が
れ
き
の

撤
去
作
業
と
、
観
光
施
設
な
ど
の
早
期

の
復
旧

※
宮
古
市
震
災
復
興
基
本
方
針
（
平
成

23
年
６
月
１
日
策
定
）
は
、
市
復
興
推

進
室
（
市
役
所
５
階
）
で
配
布
す
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.m

iyako.iw
ate.jp/

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

❷
県
と
連
携
し
７
月
中
を
め
ど
に
応
急

仮
設
住
宅
の
完
成
と
早
期
の
入
居
。
公

営
住
宅
の
確
保
・
活
用

⑵ 

情
報
提
供
・
市
民
相
談
の
充
実

❶
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
モ
バ

イ
ル
メ
ー
ル
、
臨
時
災
害
放
送
﹁
み
や

こ
災
害
エ
フ
エ
ム
﹂
な
ど
に
よ
る
速
や

か
な
情
報
提
供

❷
市
民
相
談
室
と
関
係
機
関
が
連
携
し

た
相
談
体
制
の
充
実

⑶ 

公
共
土
木
施
設
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

な
ど
の
早
期
復
旧

❶
公
共
土
木
施
設
︵
道
路
・
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う・
港

湾
・
漁
港
・
海
岸
・
河
川
・
下
水
道
な

ど
︶
の
被
災
状
況
の
把
握
と
、
早
期
の

応
急
的
な
復
旧
工
事

❷
公
共
交
通
機
関
︵
バ
ス
交
通
、
鉄
道

︵
Ｊ
Ｒ
︶︶
の
不
通
区
間
の
運
行
再
開
に

向
け
た
、
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
。
三

陸
鉄
道
へ
の
全
面
的
な
支
援
を
求
め
、

県
や
沿
線
市
町
村
、
事
業
者
と
連
携
し

た
国
へ
の
働
き
か
け

⑷ 

災
害
廃
棄
物
の
処
理

　

県
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
陸
・
海
域

に
あ
る
災
害
廃
棄
物
の
早
期
処
理

⑸ 

教
育
環
境
の
確
保

　

学
校
教
育
施
設
や
社
会
・
体
育
施
設

な
ど
被
災
施
設
の
早
期
復
旧
。
被
災
し

た
児
童
生
徒
の
就
学
支
援
や
適
切
な
心

の
ケ
ア
と
、
交
通
手
段
の
継
続
確
保

⑹ 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
確
保

　

県
立
病
院
や
民
間
医
療
機
関
な
ど
と

連
携
し
た
医
療
の
提
供
と
保
健
指
導
の

　
　

推
進
体
制　

　

早
期
の
復
興
に
向
け
、
専
門
組
織
を

整
備
・
設
置
し
ま
す
。

⑴ 

庁
内
体
制
の
整
備

❶
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
本
部

︵
本
部
長
・
宮
古
市
長
︶
／
４
月
19
日

設
置

❷
復
興
の
総
括
・
企
画
調
整
を
担
う
専

門
組
織
﹁
復
興
推
進
室
﹂、
被
災
者
支

援
を
担
う
専
門
組
織
﹁
被
災
者
支
援
室

︵
生
活
課
︶﹂
／
６
月
20
日
設
置

⑵ 

外
部
検
討
組
織
の
設
置

　

学
識
経
験
者
や
産
業
界
・
公
的
団
体

の
代
表
、
行
政
機
関
、
地
域
住
民
ら
を

メ
ン
バ
ー
と
し
た
検
討
組
織
／
７
月
中

に
設
置

⑶ 

岩
手
県
沿
岸
市
町
村
と
の
連
携

　

沿
岸
13
市
町
村
が
連
携
す
る
﹁
岩
手

県
沿
岸
市
町
村
復
興
期
成
同
盟
会
﹂
／

４
月
１
日
設
立

　
　

緊
急
的
に
取
り
組
む
内
容

　

当
面
、
緊
急
的
か
つ
優
先
的
に
取
り

組
む
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴ 

被
災
し
た
市
民
の
生
活
支
援

❶
快
適
な
避
難
所
生
活
を
確
保
す
る
た

め
の
支
援
体
制
の
充
実

　市は、東日本大震災からの復興に向けたまちづくり計画（復興計画）の策定を進めています。
　この計画を策定するに当たり、皆さんの意見を参考とするためのアンケート調査を行います
ので、ご協力をお願いします。
■実施期間　７月中旬～下旬　　　
■対象　被災した地域の各世帯　※調査票が届かない場合は、お問い合わせください
■問い合わせ　市復興推進室（☎62-2111）

「復興のまちづくりに関するアンケート」にご協力をお願いします
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る
警
察
署
か
ら
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま

す
。

❺
葬
儀
を
し
た
旨
の
僧
侶
な
ど
の
証
明

や
、
そ
の
他
参
考
と
な
る
書
面

※
❶
は
必
ず
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
❷
〜

❺
は
、可
能
な
限
り
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
受
付
窓
口

　

市
総
合
窓
口
課
、
各
総
合
事
務
所
住

民
生
活
課
、
各
出
張
所

■
注
意
事
項

❶
受
理
に
つ
い
て
法
務
局
に
照
会
す
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
戸
籍
の
記
載
ま
で

に
日
数
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

❷
死
亡
の
事
実
を
認
定
で
き
な
い
と
判

断
さ
れ
た
と
き
に
は
、
不
受
理
（
戸
籍

に
記
載
さ
れ
な
い
）
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

❸
死
亡
届
が
受
理（
戸
籍
に
記
載
）さ
れ

る
と
相
続
が
発
生
し
ま
す
。
提
出
の
際

は
親
族
間
で
十
分
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
用
意
す
る
物　

❶
届
出
人
の
申
述
書

　

死
亡
届
け
出
を
す
る
方
（
本
人
の
親

族
）
に
、
申
述
書
を
書
い
て
い
た
だ
き

ま
す
。「
本
人
は
震
災
発
生
時
ど
こ
に
い

た
か
」、「
最
後
に
生
存
確
認
を
し
た
日

時
・
方
法
」、「
本
人
の
死
亡
に
つ
い
て

納
得
し
て
い
な
い
親
族
が
い
る
か
」
な

ど
の
項
目
を
記
載
す
る
も
の
で
す
。
様

式
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

❷
状
況
を
目
撃
し
た
方
の
申
述
書

　

本
人
の
被
災
を
目
撃
し
た
方
に
、
申

述
書
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
日

時
・
場
所
・
状
況
」
の
項
目
を
記
載
す

る
も
の
で
す
。
様
式
は
窓
口
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

❸
震
災
発
生
時
に
被
災
地
域
に
い
た
こ

と
を
強
く
推
測
さ
せ
る
客
観
的
資
料

　

在
勤
証
明
書
、
在
学
証
明
書
な
ど

❹
行
方
が
判
明
し
て
い
な
い
旨
の
公
的

機
関
か
ら
の
証
明
書
な
ど

　

本
人
が
被
災
し
た
市
町
村
を
所
管
す

行方不明者の年金手続き
　このたびの震災により被災され、行方不明に
なられた方の「生死が３カ月間分からない場合」
または「死亡が３カ月以内に明らかとなったが、
その死亡の時期が分からない場合」には、平成
23年３月11日に死亡したものと推定して年金手
続きをすることができます。
■手続きの種類
❶年金を受給していた方の未支給年金請求
❷遺族への給付請求（遺族年金、寡婦年金、死
亡一時金）
❸国民年金被保険者の資格喪失届（平成23年３
月分以降の保険料を納付していて還付が発生す
る方）
■用意する物
❶震災により行方不明となったことの申立書
❷次のア～エのいずれかの書類
ア、死亡推定の特例を適用し、支給決定された
公的給付など（労働者災害補償保険法に基づく
遺族補償年金など）の支給決定通知書の写し
イ、行方不明者であることを理由とした災害弔
慰金の支給を受けたことが分かる書類の写し

ウ、第三者（事業主、病院長、施設長、民生委
員、隣人など）による証明書
エ、その他、これらに準ずる書類
❸住民票や戸籍など、通常の年金給付請求に要
する書類
■問い合わせ　宮古年金事務所（☎62-1963）

　このたびの震災により被災された、国民健康
保険および後期高齢者医療保険加入者が、医療
機関で窓口負担の免除を受ける場合には、８月
１日から「免除証明書」が必要となります。
　また、免除になる方で、すでに医療機関に一
部負担金を支払った方は、払い戻しの請求をす
ることができます。
　ただし、どちらについても現在準備中で、ま
だ市で申請を受け付けることができません。詳
しくは、広報７月15日号でお知らせしますので、
もうしばらくお待ちください。
■問い合わせ　市総合窓口課国民健康保険担当
（☎68-9075）、医療給付担当（☎68-9076）

被災された方の医療費
一部負担金の免除

行
方
不
明
者
の
死
亡
届

　

こ
の
た
び
の
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
、
ご
遺
体
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い

方
（
以
下
「
本
人
」）
に
つ
い
て
、
死
亡
を
証
す
べ
き
書
面
と
し
て
次
の
書

類
を
添
え
る
こ
と
に
よ
り
、
死
亡
届
け
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
総
合
窓
口
課
市
民
窓
口
担
当
（
☎
-
９
０
７
７
）
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　市は、このたびの震災の影響により決定を見合わせていた、固定資産税の納期限や特例措
置などについて、次のとおり決定しましたのでお知らせします。

●納期限【第１期】平成23年８月31日、【第２期】平成23年10月31日、　【第３期】平成23年
12月26日、【第４期】平成24年２月29日　※納税通知書は、８月上旬に郵送します。

問い合わせ　市税務課固定資産税担当（☎68−9073）

固定資産税の取り扱いを決定

場
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❷
被
害
を
受
け
た
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
に
対
す
る
減
免

　

指
定
区
域
外
で
、
震
災
に
よ
る
被
害

を
受
け
た
土
地
お
よ
び
家
屋
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
減
免

し
ま
す
。　

　

ま
た
、
被
害
を
受
け
た
償
却
資
産
の

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
、
申
請
に
よ

り
減
免
し
ま
す
。

❶
被
災
住
宅
用
地
の
特
例

　

震
災
に
よ
り
滅
失
・
損
壊
し
た
住
宅

の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
土
地

（
被
災
住
宅
用
地
）
は
、
被
災
後
10
年

度
分
に
つ
い
て
、住
宅
用
地
と
見
な
し
、

課
税
標
準
額
が
２
０
０
平
方
㍍
ま
で
は

６
分
の
１
、
そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
３

分
の
１
と
な
り
ま
す
。

❷
被
災
代
替
住
宅
用
地
の
特
例

　

被
災
住
宅
用
地
の
所
有
者
な
ど
が
、

❶
被
害
を
受
け
た
区
域
内
の
土
地
お
よ

び
家
屋
に
対
す
る
課
税
を
免
除

　

津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

区
域
と
し
て
市
長
が
指
定
し
た
区
域
内

に
所
在
す
る
土
地
お
よ
び
家
屋
の
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度
分
の

課
税
を
免
除
し
ま
す
。

　
「
字
」
ま
た
は
「
地
割
」
の
全
域
を

そ
れ
ら
の
区
域
に
指
定
し
た
地
域
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

そ
の
他
、
地
域
の
一
部
を
指
定
し
た

そ
れ
に
代
わ
る
土
地（
被
災
代
替
土
地
）

を
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
取

得
し
た
場
合
は
、
被
災
代
替
土
地
の
う

ち
被
災
住
宅
用
地
に
相
当
す
る
分
に
つ

い
て
、
取
得
後
３
年
度
分
は
、
そ
の
土

地
を
住
宅
用
地
と
見
な
し
ま
す
。

❸
被
災
代
替
家
屋
の
特
例

　

震
災
に
よ
り
滅
失
・
損
壊
し
た
家
屋

（
被
災
家
屋
）
の
所
有
者
な
ど
が
、
そ

の
家
屋
に
代
わ
る
家
屋
（
被
災
代
替
家

屋
）
を
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
取
得
し
、
ま
た
は
改
築
し
た
場
合
に

は
、
被
災
代
替
家
屋
に
か
か
る
税
額
の

う
ち
被
災
家
屋
の
床
面
積
に
相
当
す
る

分
に
つ
い
て
、４
年
度
分
は
２
分
の
１
、

そ
の
後
の
２
年
度
分
は
３
分
の
１
を
減

額
し
ま
す
。

❹
被
災
代
替
償
却
資
産
の
特
例

　

震
災
に
よ
り
滅
失
・
損
壊
し
た
償
却

資
産
の
所
有
者
な
ど
が
、
当
該
償
却
資

産
に
代
わ
る
償
却
資
産
を
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
被
災
地
域
に
お

い
て
取
得
し
、
ま
た
は
改
良
し
た
場
合

に
は
、
課
税
標
準
額
が
４
年
度
分
は
２

分
の
１
と
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
特
例
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
申
告
と
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

新川町、向町、大通一丁目、大通二丁
目、末広町、築地二丁目、宮古乙第１
地割、臨港通、港町、高浜二丁目、金
浜第６地割、津軽石第２・５・７地割、
赤前第４・６・８・９地割、田老字川向、
田老字野原

●「字」または「地割」の全域を
課税免除の対象と決定した地域●

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

平
成
23
年
度
分

固
定
資
産
税
の
取
り
扱
い

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

平
成
24
年
度
以
降
分

固
定
資
産
税
の
取
り
扱
い

１

２
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いまこそ、備え  あらたに—。

津
波
警
報
な
ど
を
知
っ
た
ら

す
ぐ
に
高
台
へ
避
難

　
「
津
波
注
意
報
」
は
、
高
い
と
こ
ろ

で
50
㌢
㍍
程
度
の
津
波
が
、「
津
波
警

報
」
は
、
高
い
と
こ
ろ
で
１
〜
２
㍍
程

度
の
津
波
が
、「
大
津
波
警
報
」
は
高

い
と
こ
ろ
で
３
㍍
程
度
以
上
の
津
波
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

陸
上
に
駆
け
上
が
っ
た
津
波
に
は
、

高
さ
が
50
㌢
㍍
程
度
で
も
、
人
が
立
っ

て
い
ら
れ
な
く
な
る
ほ
ど
の
強
い
力
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
津
波
は
、
地
形
に
よ
り
注
意
報

や
警
報
で
示
さ
れ
た
高
さ
以
上
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

津
波
警
報
な
ど
の
発
表
は
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
の
放
送
の
ほ
か
、
市
か
ら
防

災
行
政
無
線
な
ど
で
伝
達
し
ま
す
の

で
、
す
ぐ
に
近
く
の
「
高
台
」
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
浸
水
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
遠
く
よ
り
も
近
く
の
頑
丈
な

高
い
建
物
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

予
想
で
き
な
い
津
波
の
動
き

　

津
波
は
、
第
一
波
が
最
も
高
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
繰
り
返
し
押
し
寄
せ
、

第
二
波
、
第
三
波
が
最
大
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
波
で
始
ま
る
と
も
限
ら

ず
、
押
し
波
で
始
ま
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

第
一
波
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ
る
前
に
高

台
な
ど
の
避
難
場
所
か
ら
帰
宅
す
る
の

は
大
変
危
険
で
す
。

　

し
ば
ら
く
の
間
、
避
難
場
所
に
と
ど

ま
り
、
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ
る
な
ど

津
波
が
収
ま
っ
て
か
ら
、
学
校
の
体
育

館
や
公
民
館
な
ど
の
「
避
難
所
」
へ
の

移
動
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

避
難
場
所
の
確
認
を

　

日
ご
ろ
か
ら
、
避
難
場
所
や
避
難
経

路
に
つ
い
て
、
家
族
や
近
所
の
人
た
ち

と
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地震が発生したら･･･
津波に備え、すぐに避難を

閉伊川から市街地へなだれ込む津波
（３月11日・市役所から撮影）
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■
応
募
資
格　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
心

の
あ
る
人
で
、
下
記
の
「
各
委
員
募
集

共
通
」
事
項
の
応
募
資
格
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

■
募
集
人
数　

１
人

■
提
出
書
類　

応
募
用
紙
と
小
論
文

「
宮
古
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
思
う
こ

と
」（
８
０
０
字
程
度
）

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
０
２

８
・
２
１
０
１
、
茂
市
２
の
１
１
２
の

１
、
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
体
育

振
興
担
当
、
☎
3
９
１
２
０
、
h　
J
２

１
７
６
、
電
子
メ
ー
ルshogai@

city.
m

iyako.iw
ate.jp

●
宮
古
市
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員

■
応
募
資
格　

公
民
館
事
業
に
関
心
の

あ
る
人
で
、
下
記
の
「
各
委
員
募
集
共

●
宮
古
市
社
会
教
育
委
員

■
応
募
資
格　

市
社
会
教
育
委
員
の
経

験
が
な
く
、
社
会
教
育
に
関
し
て
見
識

を
有
す
る
人
で
、
下
記
の
「
各
委
員
募

集
共
通
」
事
項
の
応
募
資
格
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

■
募
集
人
数　

２
人

■
提
出
書
類　

応
募
用
紙
と
小
論
文

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
に
つ
い
て
思

う
こ
と
」（
８
０
０
字
程
度
）

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
０
２

８
・
２
１
０
１
、
茂
市
２
の
１
１
２
の

１
、
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
担
当
、
☎
3
９
１
１
９
、
h　
J
２

１
７
６
、
電
子
メ
ー
ルshogai@

city.
m

iyako.iw
ate.jp

●
宮
古
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議

会
委
員

通
」
事
項
の
応
募
資
格
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

■
募
集
人
数　

２
人

■
提
出
書
類　

応
募
用
紙
と
小
論
文

「
地
域
に
開
か
れ
た
公
民
館
活
動
に
つ

い
て
」（
８
０
０
字
程
度
）

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
０
２

７
・０
０
９
１
、
築
地
一
丁
目
３
の
９
、

中
央
公
民
館
、
☎
i
５
８
０
７
、
h　
i

６
８
３
８
、
電
子
メ
ー
ルkom

inchu@
city.m

iyako.iw
ate.jp

●
宮
古
市
図
書
館
協
議
会
委
員

■
応
募
資
格　

読
書
活
動
に
関
し
て
識

見
を
有
し
て
い
る
人
で
、
下
記
の
「
各

委
員
募
集
共
通
」
事
項
の
応
募
資
格
す

べ
て
に
該
当
す
る
人

■
募
集
人
数　

１
人

■
提
出
書
類　

応
募
用
紙
と
小
論
文

「
図
書
館
に
期
待
す
る
こ
と
」（
８
０
０

字
程
度
）

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
０
２

７
・０
０
５
２
、
宮
町
三
丁
目
２
の
２
、

市
立
図
書
館
、
☎
i
２
４
１
４
、
h　
i

０
６
７
２
、
電
子
メ
ー
ルtosyokan@

city.m
iyako.iw

ate.jp

●
各
委
員
募
集
共
通
●

■
応
募
資
格　

市
内
に
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
住
所
を
有
す
る
18
歳

以
上
の
人
（
平
成
23
年
４
月
１
日

現
在
）
で
、
市
の
ほ
か
の
審
議
会

委
員
な
ど
に
３
つ
以
上
な
っ
て
い

な
い
人
。
ま
た
、
委
員
会
議
（
年

２
〜
３
回
を
予
定
）
に
出
席
で
き

る
人

■
任
期　

９
月
１
日
㈭
〜
平
成
25

年
８
月
31
日

■
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈮
〜
21

日
㈭
必
着

■
提
出
方
法　

各
提
出
先
へ
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

■
応
募
用
紙
配
布
場
所　

市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
（
新
里
庁
舎

２
階
）、
市
立
図
書
館
、
中
央
公
民

館
、
同
分
館
、
田
老
公
民
館
、
新

里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
川
井
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

審
議
や
協
議
を
行
う
各
種
委
員
を
募
集

　

市
教
育
委
員
会
は
、市
民
参
画
に
よ
る
協
議
や
審
議
を
行
う
た
め
、社
会
教
育
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
、公
民
館
運
営
、

図
書
館
協
議
会
な
ど
に
関
す
る
各
種
委
員
を
次
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。
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本
市
の
避
難
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
敷
地
内

で
５
月
15
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
﹆
仮
設

共
同
店
鋪
﹁
た
ろ
ち
ゃ
ん
テ
ン
ト
﹂
が

多
く
の
利
用
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
津
波
で
被
災
し
た
田
老
地
区
の

17
店
舗
が
﹆
10
ⅿ
四
方
の
テ
ン
ト
２
張

り
で
営
業
を
再
開
し
た
も
の
で
す
。
店

鋪
に
は
野
菜
や
果
物
﹆
海
産
物
﹆
総
菜

な
ど
の
食
品
﹆
日
用
品
の
ほ
か
﹆
時
計

店
や
理
容
店
な
ど
も
入
居
し
﹆
地
元
避

難
者
ら
の
日
常
生
活
の
利
便
を
図
っ
て

い
ま
す
。
営
業
時
間
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
。日
曜
は
定
休
日
で
す
。

商
店
街
の
力
、結
集
し
再
開

「
た
ろ
ち
ゃ
ん
テ
ン
ト
」盛
況 商品を買い求める市民ら

　

津
波
で
被
災
し
た
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ

ど
内
に
店
舗
を
構
え
て
い
た
出
崎
地
区

産
地
直
売
施
設
組
合
︵
山
崎
時
男
組
合

長
﹆
組
合
員
70
人
︶
は
６
月
14
日
﹆
中

央
通
商
店
街
に
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
同
組
合
は
被
災
後
﹆
宮
古
駅

前
広
場
で
臨
時
出
店
し
て
い
ま
し
た
が
﹆

こ
の
た
び
場
所
を
移
転
し
常
設
店
舗
開

業
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
す
。
店
舗
に

は
オ
ー
プ
ン
を
心
待
ち
に
し
た
市
民
ら

が
早
速
訪
れ
﹆
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
な

ど
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
営
業
時

間
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
ま
で
。

常
設
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン

出
崎
地
区
産
直
組
合新鮮な商品を買い求める市民ら

魚汁のお振る舞い

　

宮
古
市
魚
菜
市
場
の
﹁
復
興
市
﹂
は
６

月
11
・
12
の
両
日
﹆
同
市
場
特
設
会
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
市
場
の
再
生
を
図
り
﹆

市
民
を
元
気
づ
け
よ
う
と
物
産
展
や
ロ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
﹆
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
物
産
展
で
は
川

井
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
キ
ム
チ
や
﹆
ペ

リ
ー
ラ
﹆
黒
豆
な
ど
の
ジ
ュ
ー
ス
類
が
販

売
さ
れ
た
ほ
か
﹆
同
市
場
婦
人
部
に
よ
る

魚
汁
５
０
０
食
の
お
振
る
舞
い
も
行
わ

れ
﹆
多
く
の
買
い
物
客
や
家
族
連
れ
を
喜

ば
せ
て
い
ま
し
た
。

市
民
の
台
所
か
ら
元
気
発
信

宮
古
市
魚
菜
市
場「
復
興
市
」　

﹁
第
１
回
女
性
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
﹂

は
６
月
12
日
﹆
新
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
和
井
内
の
宝
鏡
院
住

職
・
慶
德
雄
仁
さ
ん
を
講
師
に
﹆
23
人
の

市
民
が
身
近
な
仏
事
作
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
慶
德
住
職
は
仏
壇
の
位
牌
の
配

置
や
焼
香
の
仕
方
な
ど
を
解
説
。﹁
思
い

を
込
め
れ
ば
一
回
の
焼
香
で
も
構
わ
な

い
。
ど
ん
な
と
き
で
も
線
香
は
一
本
で
﹂

な
ど
と
作
法
の
基
本
を
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
﹁
参
考
に
な
っ
た
。
生
活
の
中

に
取
り
入
れ
た
い
﹂と
話
し
て
い
ま
し
た
。

講演に耳を傾ける参加者

仏
事
作
法
を
よ
り
身
近
に

女
性
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
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山頂での早池峰神楽の舞

　

宮
古
﹆
花
巻
﹆
遠
野
の
３
市
に
ま
た
が

る
国
定
公
園
・
早
池
峰
山
︵
１
９
１
７
ⅿ
︶

の
山
開
き
は
﹆
６
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
入
山
式
が
行
わ
れ
た
遠
野
市
の
小
田

越
登
山
口
か
ら
は
﹆
こ
の
日
を
待
ち
望
ん

だ
県
内
外
か
ら
の
多
く
の
登
山
者
が
山
頂

を
目
指
し
ま
し
た
。
岩
場
が
続
く
険
し
い

登
山
道
で
は
﹆
ヒ
メ
コ
ザ
ク
ラ
や
ナ
ン
ブ

イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
な
ど
の
可か

憐れ
ん

な
高
山
植
物
が

登
山
者
を
出
迎
え
て
い
ま
し
た
。
な
お
﹆

早
池
峰
山
で
は
８
月
７
日
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日
は
車
両
通
行
止
め
と
し
﹆
有
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

可
憐
な
高
山
植
物
が
出
迎
え

早
池
峰
山「
山
開
き
」

　

第
23
回
川
井
村
商
工
会
長
杯
閉
伊
川

釣
り
大
会
︵
同
実
行
委
員
会
主
催
︶
は

６
月
19
日
﹆
川
井
地
域
の
閉
伊
川
本
支

流
で
行
わ
れ
﹆
市
内
外
か
ら
58
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
正
午
ま
で
の

間
に
釣
り
上
げ
た
魚
の
３
匹
の
重
さ
を

競
う
ル
ー
ル
の
下
﹆
イ
ワ
ナ
の
部
は
三

上
光
男
さ
ん
︵
盛
岡
市
︶﹆
ヤ
マ
メ
の

部
は
中
居
千
代
さ
ん
︵
刈
屋
︶
が
優
勝

し
ま
し
た
。
ま
た
﹆
最
年
少
参
加
者
の

小
野
寺
悠
く
ん
︵
盛
岡
市
・
９
歳
︶
は

﹁
川
釣
り
は
初
め
て
だ
け
ど
﹆面
白
か
っ

た
。ま
た
閉
伊
川
で
釣
り
を
や
り
た
い
﹂

と
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

新
緑
の
中
、釣
果
を
競
う

閉
伊
川
釣
り
大
会 初挑戦の川釣りに悪戦苦闘

山頂を目指し一歩ずつ進む登山者

俳
句
に

　
親
し
む

◆句のほかに住所、氏名（ふりがな）を書いて、はがき、または封書で（〒027−8501住所不要、宮古市
役所「広報みやこ」係へ）ご応募ください。◆今回の俳句投稿者は19人でした。ありがとうございました。

季
題
「
夏な

つ

帽ぼ
う

子し

」「
初は

つ

鰹が
つ
お

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

柳
史

「
入
選
」

朝
市
に
足
を
向
か
せ
り
初
鰹

�

長
澤
　
智
子

探
鳥
会
見
え
隠
れ
し
て
夏
帽
子

�

摂
待
　
初
子

出
刃
の
背
を
こ
ぶ
し
で
叩
き
初
鰹

�

佐
々
木
俊
子

何
気
無
く
覗
く
市
場
に
初
鰹

�

昆
　
　
五
郎

古
里
に
夏
帽
子
振
る
別
れ
か
な�

�

近
藤
　
節
子

糶せ
り

落
ち
て
籠
引
く
鉤か

ぎ

や
初
鰹

�

佐
々
木
北
斗
星

震
災
の
漁
夫
ら
健け

ん

啖た
ん

初
鰹

�

北
村
　
嘉
男

夏
帽
子
た
だ
紺
碧
に
あ
る
覚
悟

�

小
縄
　
史
郎

「
特
選
」

手
ほ
ど
き
に
孫
と
さ
ば
く
や
初
鰹

�

中
嶋　

幸
子

▽
評
＝�

鰹
の
作
り
方
を
孫
と
一
緒
に

し
て
い
る
。

夏
帽
子
が
れ
き
撤
去
に
馴
染
み
け
り

�

大
和
田
靜
子

▽
評
＝�

が
れ
き
の
撤
去
に
汚
れ
な
が

ら
自
分
の
夏
帽
子
ら
し
く

な
っ
た
。

◎
次
の
季
題
「
土ど

用よ
う

入い

り
」「
冷ひ

や

奴や
っ
こ

」

※
一
人
合
計
三
句
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
締
め
切
り
／
七
月
十
三
日
（
必
着
）

※
応
募
い
た
だ
い
た
句
を
添
削
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歳
時
記
で
季
語

の
意
味
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。�（
選
者
）



宮
古

期　日 時　間 場　所

７月７日㈭
 9：30～10：30 中里団地集会所
13：30～14：30 八木沢地区センター

７月11日㈪
9：30～10：30 佐原地区センター
13：30～14：30 近内地区センター

７月14日㈭
9：30～10：30 根城農村センター
13：30～14：30 牛伏農産物加工センター

川
井

期　日 時　間 場　所
７月12日㈫ 10：00～11：30 小国地域振興センター
７月14日㈭ 10：00～14：30 門馬地域振興センター
７月20日㈬ 10：00～11：30 川井保健センター

７月28日㈭
10：00～14：30 大仁田コミュニティ消防センター
13：30～15：00 上湯沢集会所

健康相談日程

　血圧測定、尿検査、個別相談などを行います。気軽にお越しく
ださい。
■問い合わせ　宮古保健センター

広
報 ⓬2011.7.1

献血のお願い

　震災後、市内では献血バスの運行を休止していますが、県内陸部
を中心に運行を再開しています。
　また、盛岡市には献血ルームを設置していますので、ぜひ協力を
お願いします。
■献血できる人　16歳から64歳までの健康な人（60～64歳の献血経
験者は、69歳まで可能）。
●もりおか献血ルーム「メルシー」
■受付時間　【全血献血】午前10時～午後０時45分、午後２時～５
時45分、【成分献血】午前10時～正午、午後２時～５時
■場所　盛岡市大通二丁目３-７「ＣＴ33」４階
■献血の予約・問い合わせ　もりおか献血ルーム「メルシー」（☎
0120-133-343）
＜共通＞
■問い合わせ　市生活課生活安全担当（☎68-9079）

HEALTH

康プラザ 宮古保健センター（☎64－0111）／新里保健センター（☎72－3500）／
川井保健センター（☎76－2036）／宮古保健所（☎64－2218）／こども
救急相談電話 午後７時〜11時（☎019－605－9000、携帯電話からは♯8000）

健

平成23年度のがん検診など

　本年度のがん検診は、８月から実施する予定です。詳細につい
ては、広報みやこ８月１日号でお知らせします。
　また、人間ドックについては、中止します。
■問い合わせ　宮古・新里・川井保健センター

■期日　７月16日㈯
■時間　【第１回】午後２時～４
時、【第２回】午後６時～８時
■内容　❶小児・乳幼児の応急
手当コース、❷成人の応急手当
コース※各回、両方のコースを
同時に行います
■定員／参加料　20人／無料
■場所・申し込み　宮古消防署
（☎62-5533）

応急手当講習会

  受診前に電話予約が必要です。
■診療日／当番医
７月18日㈪／澤田歯科医院
（築地二丁目6-4、☎080-1656-
2437）
■診療時間　午前９時～午後３
時

祝日歯科当番医

宮古保健所

＜自殺関連こころの相談＞
　ストレスや不眠などの悩み、
自死遺族などの相談に保健師が
応じます。
■日時　７月14日㈭午前10時～
正午
＜精神保健相談＞
　引きこもりやうつ状態、物忘
れなどこころの健康に関する相
談に専門医が応じます。
■日時　７月14日㈭午後２時～
４時
＜共通＞
■場所・申し込み　宮古保健所
※前日までに要予約
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がれき撤去作業などでは感染症予防を

　市内では現在、がれき撤去作業が続
けられています。がれきの中には先の
とがったもの、釘やとげの出ている木
材など、けがをしやすいものが含まれ
ています。その多くは、泥や海水など
に漬かっているため、表面が汚染され、
けがをした場合、感染症をおこしやす
くなります。
　津波で壊された建物や、下水などがあふれていた場所での汚泥の
撤去作業を行う場合は、次のことに注意しましょう。
❶作業をするときは、けが防止のために素肌を露出しない袖の広が
らない服装で行い、破れにくい丈夫な手袋、長靴などを身につけま
しょう。
❷作業中に鋭利な破片で手足を切ったり、さびた釘を刺すなどのけ
がをしたら、すぐにきれいな水で洗いましょう。特に傷が深い場合
やとげなどが残ったり、傷に泥が入り込んだりした場合は、破傷風
などの感染症予防のため、すぐに医師に相談しましょう。
❸作業中に舞い上がったほこりや飛び散った水などが直接口に入ら
ないように、マスクを使用しましょう。
❹作業が終了したら、手袋などを外し、せっけんと流水でよく手を
洗いましょう。
■問い合わせ　宮古保健センター

熱中症にご注意を

　熱中症は、周りの温度に体が対応することができず、体温の調
整機能や、体内の水分・塩分バランスが崩れて発症します。
　症状が重くなると生命への危険が及ぶことがあります。特に高
齢者、小児は注意が必要です。
　熱中症は、野外に限らず屋内での発症もあり、特に高齢者のい
る家庭などでは、窓を開けて風通しをよくし、扇風機、エアコン
を利用するなどして、水分をこまめに取るようにしてください。
次のような症状がある場合は、熱中症が考えられますので、速や
かに体を休め、早めに医療機関を受診してください。
【熱中症の主な症状】
❶めまい、立ちくらみ、こむら返りがある。
❷汗を拭いても出てくる。頭ががんがん

4 4 4 4

する。
❸吐き気がする。吐く。意識がなくなる。
【予防方法など】
❶炎天下や非常に熱い場所での長時間の作業やスポーツは避ける。
❷外出時は帽子をかぶるなど、直接日光に当たらないようにする。
❸こまめに水分を補給する。汗をかいたら塩分補給も行う。
❹体調管理に留意し、体調が悪いときは無理しないようにし、体
を休め、早めに医療機関を受診する。
■問い合わせ　宮古保健センター

HEALTH
　県はこのたび、「障がいのある
人もない人も共に学び共に生き
る岩手県づくり条例」を制定し
ました。
　この条例は、障がいについて
の理解を促進するとともに、障
がいのある人に対する不利益な
取り扱いを解消し、障がいのあ
る人と障がいのない人とが互い
に権利を尊重し合いながら共に
学び共に生きる地域づくりを推
進することを目的としていま
す。
　市内の障がいのある人に対す
る不利益な取り扱いの相談窓口
は宮古市社会福祉協議会です。
■問い合わせ　県障がい保健福
祉課（☎019-629-5447）

障がいのある人に対する
不利益な取り扱いの相談窓口

　気温や湿度が高くなる夏場
は、食中毒の発生しやすい時季
ですので、注意しましょう。
■問い合わせ　宮古保健所

食中毒にご用心！

  タラソテラピー施設は、震災
の被害により営業を停止しまし
た。
　これに伴い、市と前指定管理
者の㈱協栄では、次のとおり有
効期限を残した会員証や所有す
る回数券を対象に、料金の払い
戻しを行います。
■受付場所　宮古保健センター
（中央公民館２階）
■用意する物　会員証（年・月・
夫婦）、回数券、印鑑、通帳
※津波被害により会員証などを
流失した人は、ご連絡ください
■受付期間　７月１日㈮～９月
30日㈮※土・日・祝日は除く
■問い合わせ　宮古保健セン
ター　※車でおいでの際は、市役
所本庁舎駐車場をご利用ください。

タラソテラピー施設の
利用料金を払い戻し



広
報 ⓮2011.7.1

　ショックな出来事を体験した後、また新しい環境
や変化に適応しようとするとき、私たちの心と体に
はさまざまな変化が起こるといわれています。
●このような症状はありませんか？
　眠れない、疲れやすい／食欲がない、あるいは食
欲がありすぎる／以前に比べ、イライラして怒りっ
ぽくなる／誰とも話す気になれない／強い不安や心
配、恐れの気持ちがわく
　これは、日常とかけ離れた大変な出来事に対する
正常な反応で、特別なことではありません。
●こころの健康を守るためには・・・
【被災された方】❶心配や不安を一人で抱え込まず
に周りの人と話しましょう。❷眠れなくても横にな
るだけでも休めます。❸アルコールやコーヒーなど
の取りすぎに注意しましょう。
【家族や友人を支えている方】支える側でストレス
を受けていない人はいません。自分だけは大丈夫と
過信してはいけません。
【お子さんのいるご家族や周囲の大人の皆さん】❶
できるだけ子どもを一人にせず安心感、安全感を与
えましょう。❷赤ちゃん返り、依存、わがままなど

こころの健康を守るために

が表れます。受け止めてあげましょう。
【周りの人が不安を感じているときには】❶そばに
寄り添うなど安心感を与えましょう。❷目を見て、
普段よりゆっくり、短い言葉ではっきりと伝えま
しょう。

　多くの症状は時間とともに自然に回復していき
ます。また、被災された方を受け入れている方、
報道などで悲惨な場面を目の当たりにした方につ
いても注意が必要です。症状が長引くようなら抱
え込まず、専門機関へ相談しましょう。
■相談窓口　宮古保健セン
ター（☎64-0111）、新里保
健センター（☎72-3500）、
川井保健センター（☎76-
2036）、宮古保健所（☎64-
2218）、岩手県精神保健福
祉センター・ストレス健康
相談（受付時間：午前９時
～午後５時、☎019-629-
9617）
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妊娠中の人や赤ちゃん・子ども向けの催しなど
子育てに関する情報を紹介するページです

BABIES & CHILDREN'S  ROOM
子育て情報

つどいの広場「ひよこクラブ」
（ひかり幼稚園）

開設時間：火・木・土曜日／午前９時〜午後２時 

●七夕短冊作り
■日時　７月７日㈭午前９時〜午後２時 ※申込不要

●スイカ割り　
■日時　７月28日㈭午前10時30分
■定員　親子20組
■申込期限　７月26日㈫
＜共通＞
■用意する物　上履き、飲み物、着替えなど
■場所・申し込み　ひかり幼稚園（☎62−6845）

つどいの広場「すくすくランド」
（キャトル宮古５階）

開設時間：午前10時〜午後６時  

●ゾウさんのミミの会「絵本の読み聞かせ」
■日時　毎週月曜日午前11時15分 ※申込不要
●七夕コンサート
■日時　７月３日㈰午前11時〜11時40分
●すくすくポン！　
■期日　７月15日㈮・29日㈮
■時間　午前11時15分〜11時30分
■内容　手遊び、リズム遊び、紙芝居など

●赤ちゃんのつどい　
■日時　７月21日㈭午前10時45分〜11時30分　
■対象　２カ月〜１歳
■内容　手遊び、リズム遊びなど　
■用意する物　バスタオル
●わいわいタイム（すこやかホール開放日）　
■日時　７月20日㈬午前10時〜11時45分
■場所　総合福祉センター
■用意する物　上履き、飲み物 ※申込不要
＜共通＞　
■場所・申し込み　すくすくランド（☎63−8061）
※託児あり（要予約）

にこにこルームみやこ（小山田保育所）

開設時間：月〜金曜日／午前９時〜正午、午後１
時〜３時  

●おしゃべりサロン
子育ての悩みや疑問について話し合いましょう。
■日時　７月４日㈪・19日㈫午後１時30分〜３時
■場所　小山田保育所内にこにこルーム
●赤ちゃんサロン　
■日時　７月６日㈬午前10時〜11時30分　
■場所　山口公民館和室　
■対象　３カ月〜１歳６カ月
●あおぞら広場〜公園で遊ぼう〜
■日時／場所　７月11日㈪午前10時〜11時30分／
八幡公園、７月25日㈪午前10時〜11時30分／みど
り公園 ※いずれも雨天の場合は中止
●にこにこランド新里（新里保育所）
■日時　７月14日㈭午後３時から　　

■対象／内容　未就園児／縁日ごっこ
●ぽかぽかランド　
■日時　７月20日㈬午前10時〜11時30分　
■場所　山口公民館多目的ホール ※上履き持参
■対象　１歳７カ月〜５歳
●お誕生会　
■日時　７月22日㈮午前11時から　
■場所　小山田保育所内にこにこルーム
■対象　にこにこルーム利用者（誕生月の子ども
は事前に連絡のこと）
●おはなし会
■日時　７月28日㈭午前10時30分〜11時30分　
■場所　新里生涯学習センター
＜共通＞　
■内容　手遊び、親子ふれあい遊びなど
■用意する物　ハンカチ、ティッシュ、飲み物
■問い合わせ　宮古地区地域子育て支援センター

（☎62−0884）

子
育
て
支
援
情
報
を
モ
バ
イ
ル
メ
ー
ル
で
配
信
中
（
毎
月
25
日
）
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佐々木翔
しょう

太
た

郎
ろう

ちゃん
今月で１歳です
いたずらっ子で力強い翔くん♡
いつもかわいい笑顔をありがと
う}元気いっぱい大きくなって
ね♡�（パパ、ママ、詩菜、心乃蓮）

芳賀匠
しょう

真
ま

ちゃん
今月で１歳です
これからもすくすく元気
に育ってね♡� （家族）

髙田大
はる

翔
と

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日オメデトウ。
これからも元気に大きく
なってくださいね。（家族）

山崎礼
れ

偉
い

ちゃん
今月で１歳です
礼偉、１歳のお誕生日おめでとう。これか
らも元気に成長してくれることを楽しみ
にしています。お兄ちゃんともいっぱい
遊んで大きくなっていこうね。�（家族）

村上萌
も

奈
な

美
み

ちゃん
今月で２歳です
お誕生日おめでとう♡萌奈
美のおかげで幸せです。い
つまでも笑顔が素敵な子
でいて下さい。� （父、母）

菅原遙
はる

都
と

ちゃん
今月で２歳です
たくさん遊んで、たくさん
食べて、大きくなろうね。
成長が楽しみだよ。
� （父、母）

前川叶
かな

人
と

ちゃん
今月で１歳です
叶人の笑顔にいつも癒さ
れます。いつも元気をあり
がとう！� （父、母）

岩花怜
れい

奈
な

ちゃん
今月で１歳です
１歳のお誕生日おめでとう!!
お姉ちゃんに負けずに、元
気いっぱい大きくな〜れ。
� （家族）

及川実
み

玖
く

ちゃん
今月で２歳です
優しいお姉ちゃんに成長し
てくれてありがとう。これか
らもいっぱい笑って元気に
遊ぼうね!!� （父、母、はな）

崎尾瑠
る

香
か

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう!!これか
らも明るく元気で可愛い娘
でいてね♡大好きだよ♡
� （パパ、ママ）

佐々木虹
こ

晴
はる

ちゃん
今月で２歳です
お誕生日おめでとう!
これからも元気いっぱいに
しずくと仲良く遊んでね。
� （父ちゃん、母ちゃん）

佐々木瑠
る

海
み

ちゃん
今月で２歳です
５月で２歳になった瑠海。
おしゃべり上手になったね♡
これからも元気に遊んで丈
夫に育ってね♡� （父、母）

祝田　優
ゆう

ちゃん
今月で１歳です
優くん１歳おめでとう！
いつも元気で可愛い笑顔
ありがとう。笑顔いっぱい
でいこうね！� （家族）

田中友
ゆ

唯
い

ちゃん
今月で２歳です
友唯くんお誕生日おめでと
う。お話が上手になったね。
これからもいっぱいお話し
て元気に遊ぼうね。（家族）

橋本　葵
あおい

ちゃん
今月で２歳です
２歳おめでとう☆
活発でお散歩が大好きな
あーちゃん。お日様あびて
元気に育ってネ}�（家族）

三浦果
か

歩
ほ

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう♡
暖かくなったら、みんなで
お散歩しようね。これから
もよろしくね。� （家族）

佐々木心
こ

暖
はる

ちゃん
今月で１歳です
１歳の誕生日おめでとう！心暖
のかわいい笑顔にみんな幸
せ感じてるよ♡ありがとう!!�
（心暖大好き♡家族みんなより）

城内つくしちゃん
今月で１歳です
だいすきないもうとの“つ
くしちゃん”おたんじょう
びおめでとう♥�
（はなおねえちゃんより♥）

佐々木結
ゆ

菜
な

ちゃん
今月で１歳です
ゆなちゃんお誕生日おめでと
う！元気に遊んでいっぱい大
きくなってね♡べっぴんさん
になぁ〜れッ♪�（パパ、ママ）

南館礼
ひろ

倖
き

ちゃん
今月で１歳です
ヒロ、毎日最高の笑顔をあり
がとう。これからの成長を楽し
みにしているよ。元気に育って
ね。� （お父さん、お母さん）

盛岩知
とも

花
か

ちゃん
今月で１歳です
いたずら大好き、知花。これ
からもお兄ちゃんと仲良
く、笑顔の似合う素敵な女
の子に育ってね♡� （家族）

中村桜
お

都
と

ちゃん
今月で２歳です
心優しい桜都、お誕生日おめでとう。
お兄ちゃんと仲良く、今日もパクパ
ク。食べ過ぎてお父さんみたくプク
プクにならないように!!�（父、母、兄）

澤口心
こ

陽
はる

ちゃん
今月で１歳です
コハさん、元気に一歳の
お誕生日おめでとう！
優しい人に育ってね♡
� （父、母）

４
HAPPY 
BIRTHDAY

金澤倖
ゆ

姫
き

菜
な

ちゃん
今月で２歳です
ゆきちゃん、２歳のおたんじょ
う日おめでとう。みんなに愛さ
れてすくすくのびのび大きく
なあれ♫�（ママ、パパ、たいち）

稲吉はなちゃん
今月で１歳です
はなちゃん、おたんじょう
びおめでとう！いっぱい
あそんで、すくすく大きく
なってね。� （家族）

平野　蛍
ほたる

ちゃん
今月で１歳です
ほーちゃん、１歳おめでとう。笑
顔がかわいいほーちゃんがみ
んな大好きだよ。元気いっぱい
おっきくなろうね。（パパ、ママ）

５
HAPPY 
BIRTHDAY

６
HAPPY 
BIRTHDAY

広
報 ⓰2011.7.1

対
象
年
齢
は
２
歳
以
下
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
初
掲
載
の
子
ど
も
を
優
先
し
ま
す
。
写
真
に
、
子
ど
も
の
名
前
、
ふ
り
が
な
、
生
年
月
日
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
40
字
程
度
）
を
書
い
た
メ
モ
を
添
え
て
、
誕
生

日
の
前
月
10
日
（
10
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
と
き
は
そ
の
前
日
）
ま
で
（
必
着
）
に
市
企
画
課
（
市
役
所
４
階
）
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
〒
０
２
７
・
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）
宮
古
市
役
所
「
広
報
み
や
こ
」
係
へ

応募方法



駒井花
か

音
のん

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう！
毎日笑顔をありがとう！
スクスク育ってネ！
� （お父さん、お母さん）

及川寛
かん

太
た

ちゃん
今月で１歳です
寛ちゃん誕生日おめでと
う！パパもママもみんな寛
太のこと大好きだよ!!
� （パパ、ママ）

盛合虹
に

心
こ

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう!!いつ
もニコニコの虹心}その笑
顔でこれからも家族を幸
せにしてね♡�（パパ、ママ）

澤口　楓
かえで

ちゃん
今月で２歳です
いつも家庭の中がパッと
明るくなる笑い声の持ち
主。秋にはお兄ちゃんで
す。� （家族）

舘崎彩
あや

乃
の

ちゃん
今月で２歳です
誕生日おめでとう!!
「いらっしゃいまっせ」
笑顔で遊ぶ彩乃が大好き
です/� （父＆母）

盛合悠
ゆう

真
ま

ちゃん
今月で２歳です
２歳おめでとう♡たくさん泣
いて笑って怒って忙しいゆう
くん。これからも元気いっぱ
いでいいてね/�（パパ、ママ）

岩鼻樹
じゅ

里
り

ちゃん
今月で１歳です
じゅっちゃんHappyBirthday♡
泣き虫で暴れん坊だけど笑顔
もいっぱい見せてください}♡
� （父、母）

滝野龍
りゅう

之
の

介
すけ

ちゃん
今月で２歳です
龍之介、誕生日おめでと
う！これからも元気に仲
良くいっぱい遊ぼうね！
� （りょう、ゆう）

中村美
み

惺
さと

ちゃん
今月で２歳です
おしゃべり上手で、動物とお
花が大好きな美惺。そのやさ
しい心をずっと持ち続けよ
うね。（お父さん、お母さん）

岡本心
こと

葉
は

ちゃん
今月で１歳です
笑顔が最高！みんなに元
気をくれてありがとう。
のびのびすくすく大きく
なあれ！� （家族一同）

７
HAPPY 
BIRTHDAY

今
月
は
、
震
災
の
影
響
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
４
〜
６
月
生
ま
れ
の

子
ど
も
の
写
真
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広
報2011.7.1⓱

●無料弁護士相談
■日時　毎週水・金曜日の午後１時〜５時、毎週
木曜日の午前10時〜午後３時
■場所　市役所分庁舎２階市民相談室
■申し込み　市市民相談室（☎62−2111）

●多重債務相談
■日時　７月７日㈭午後１時〜４時
■場所　中央公民館分館
■申し込み　消費者信用生活協同組合（☎0193−31
−2070）

●なんでも相談会
　このたびの震災で被災された方々を対象とした、
さまざまな分野の専門家によるワンストップ相談
会です。
■日時　７月11日㈪午前10時〜正午、午後１時〜
４時
■場所　宮古地区合同庁舎１階会議室（五月町）
■参加料　無料
■問い合わせ　岩手県税理士会館（☎019−622−
5160）

●母子家庭等特別法律相談会
　養育費や日常生活での困り事、悩み事の相談に
弁護士が応じます。

■日時　７月13日㈬午前10時〜午後３時
■場所　宮古地区合同庁舎１階会議室（五月町）
■対象　母子家庭の母、父子家庭の父など
■参加料　無料
■申し込み　沿岸広域振興局宮古保健福祉環境セ
ンター（☎64−2213）、(社)宮古市母子寡婦福祉連合
会（☎62−6427）

●福祉のしごと出張相談
　福祉・介護の職場への就職促進のための求職登
録や仕事内容の紹介、資格取得などに関する相談
会です。
■日時　７月19日㈫午後１時〜３時
■場所　ジョブカフェみやこ（キャトル宮古５階）
■対象　福祉の仕事を希望する求職者、福祉の仕
事に関心のある求職者
■参加料　無料
■申し込み　岩手県福祉人材センター沿岸担当（☎
080−1651−6204）

●女性の心のケア  ホットライン・いわて
　このたびの震災に起因する、女性のさまざまな
お悩みに電話で応じます。
■相談時間　午前10時〜午後５時
■受付電話番号��フリーダイヤル（☎0120−240−261）

７月の各種相談日程  〜さまざまなお悩みに専門家が応じます〜
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時
●
場
所
＝
り
あ
す
亭
︵
末
広
町
︶
●

講
師
＝
奥
谷
京
子
︵
Ｗ
Ｗ
Ｂ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
︶﹆
三
園
麻
絵
︵
ニ
ッ
ト
デ
ザ
イ

ナ
ー
︶
●
定
員
＝
15
人
※
託
児
あ
り
●

参
加
料
＝
無
料
●
申
込
期
限
＝
７
月
11

日
㈪
●
申
し
込
み
＝
フ
ラ
ッ
ト
ピ
ア
み

や
こ
︵
☎
�
２
３
５
２
︶

▼
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式

●
日
時
＝
７
月
７
日
㈭
午
後
１
時
～
３

時
●
内
容
＝
う
た
の
つ
ど
い
～
童
謡
・

唱
歌
・
思
い
出
の
う
た
～
●
講
師
＝

佐
々
木
良
恵
︵
音
楽
療
法
士
︶
●
対
象

＝
60
歳
以
上
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
新

里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
︵
☎
�
２
０
１

９
︶

▼
山
野
草
講
座
〜
深
緑
の
森
か
ら
元
気

を
も
ら
お
う
〜

●
期
日
＝
７
月
10
日
㈰
・
12
日
㈫
※
小

雨
決
行
●
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３

時
●
内
容
＝
櫃
取
湿
原
︵
岩
泉
町
︶
で

山
野
草
散
策
●
講
師
＝
大
坊
敦
子
●
定

員
＝
各
回
20
人
︵
先
着
順
︶
●
参
加
料

＝
50
円
︵
傷
害
保
険
料
︶
●
用
意
す
る

物
＝
昼
食
﹆
飲
み
物
﹆
雨
具
﹆
長
靴
な

ど
●
申
込
開
始
＝
７
月
２
日
㈯
午
前
９

時
●
集
合
場
所
・
申
し
込
み
＝
新
里
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
︵
☎
�
２
０
１
９
︶

▼
パ
ソ
コ
ン
講
習

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
（
入
門
編
）

※
シ
ニ
ア
・
初
心
者
向
け
（
概
ね
50
歳

以
上
）

●
期
間
＝
７
月
19
日
㈫
～
21
日
㈭
●
パ

ソ
コ
ン
の
扱
い
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
基
本
操
作
を
学
ぶ

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座
（
基
本

編
）
※
シ
ニ
ア
向
け
（
概
ね
50
歳
以
上
）

●
期
間
＝
７
月
26
日
㈫
～
28
日
㈭
●
内

容
＝
ネ
ッ
ト
検
索
﹆
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
﹆

メ
ー
ル
﹆
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

の
操
作
を
学
ぶ
●
対
象
＝
マ
ウ
ス
﹆
文

字
入
力
な
ど
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

〈
共
通
〉
◎
時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午
﹆

午
後
１
時
～
３
時
◎
定
員
＝
14
人
◎
受

講
料
＝
無
料
◎
講
師
＝
ホ
ロ
ニ
ッ
ク
・

シ
ス
テ
ム
ズ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
部
◎
申
込
期

間
＝
７
月
３
日
㈰
～
17
日
㈰
◎
場
所
・

申
し
込
み
＝
新
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

︵
☎
�
２
０
１
９
︶

▼
初
級
ワ
ー
ド
２
０
０
７
講
座

●
日
時
＝
７
月
19
日
㈫
～
22
日
㈮
︵
全

４
回
︶
●
時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
９

時
●
受
講
料
＝
１
５
０
０
円
●
用
意
す

る
物
＝
筆
記
用
具

▼
デ
ジ
カ
メ
写
真
活
用
講
座
（
ワ
ー
ド

２
０
０
７
使
用
）

●
日
時
＝
７
月
23
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
４
時
●
受
講
料
＝
８
０
０
円
●
用
意

す
る
物
＝
筆
記
用
具
﹆
デ
ジ
カ
メ
一
式

〈
共
通
〉
◎
定
員
＝
10
人
◎
対
象
＝
申

込
多
数
の
場
合
﹆
35
歳
未
満
優
先
◎
場

所
・
申
し
込
み
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

︵
☎
�
７
７
１
２
︶

▼
南
部
木
挽
唄
講
習
会

　

９
月
に
開
催
す
る
全
国
大
会
に
向

け
﹆
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
﹆
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

●
期
日
＝
７
月
９
日
・
30
日
・
８
月
20

日
・
９
月
３
日
㈯
●
時
間
＝
午
後
１
時

30
分
●
場
所
＝
川
井
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
●
対
象
＝
小
学
生
以
上
の
市
民
●

定
員
＝
各
回
20
人
︵
先
着
順
︶
●
受
講

料
＝
５
０
０
円
●
申
し
込
み
＝
や
ま
び

こ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
︵
川
井
総
合

事
務
所
地
域
振
興
課
内
﹆
☎
�
２
１
１

４
﹆
h
�
２
０
４
２
︶

▼
「
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
受
講
生
募
集

　

男
女
共
同
参
画
に
興
味
・
関
心
が
あ

り
﹆
こ
の
活
動
に
意
欲
の
あ
る
人
を
岩

手
県
知
事
が
認
定
す
る
「
男
女
共
同
参

画
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
養
成
す
る
た

め
の
講
座
で
す
。

●
期
間
＝
７
月
～
12
月
︵
全
５
回
︶
●

場
所
＝
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
︵
盛
岡
市
︶
●
内
容
＝
男
女
共
同

参
画
概
論
﹆
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
な
ど
の
各
種
講
義
●
対
象
＝
講
座

を
受
講
で
き
る
市
内
に
在
住
す
る
20
歳

以
上
の
人
●
定
員
＝
５
人
●
参
加
料
＝

１
５
０
０
円
︵
テ
キ
ス
ト
代
︶
※
交
通

費
は
市
が
負
担
し
ま
す
●
申
込
方
法
＝

市
生
活
課
︵
市
役
所
３
階
︶
ま
た
は

フ
ラ
ッ
ト
ピ
ア
み
や
こ
で
配
布
す
る
申

込
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
し
﹆
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
●
申
込

期
限
＝
７
月
８
日
㈮
※
必
着
●
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
＝
フ
ラ
ッ
ト
ピ
ア
み

や
こ
︵
〒
０
２
７
・
０
０
６
６
﹆
田
の

神
二
丁
目
２
の
５
﹆
☎
�
２
３
５
２
︶

▼
あ
な
た
の
作
品
を
商
品
化
！
〜
編
み

物
で
み
ん
な
楽
し
く
仕
事
づ
く
り
〜

　

編
み
物
で
「
仕
事
作
り
」
や
「
生
き

が
い
作
り
」
を
し
た
い
人
を
応
援
す
る

講
座
で
す
。

●
期
間
＝
７
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
︵
全

２
回
︶
●
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
１

情報掲示板■行事の内容など、詳しくは主催者にお問い合わせください

生
涯
学
習
な
ど

新
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
玄
翁
館
）

川
井
・
地
域
振
興
課

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

フ
ラ
ッ
ト
ピ
ア
み
や
こ

昨
年
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
福
田
こ
う
へ
い
さ
ん



に
残
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
間
＝
７
月
16
日
㈯
～
12
月
10
日
㈯

︵
全
７
回
︶●
場
所
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
●
講
師
＝
三
田
地
信
一
︵
第
一
回
岩

手
日
報
社
随
筆
賞
・
最
優
秀
賞
受
賞
者
︶

●
定
員
＝
10
人
●
対
象
＝
宮
古
・
下
閉

伊
地
域
に
住
む
60
歳
以
上
の
人
●
参
加

料
＝
１
０
０
０
円
●
申
し
込
み
＝
三
陸

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
・
本
多

︵
☎
�
６
２
１
１
︶

▼
特
別
技
能
講
習

★
ア
ー
ク
溶
接
業
務
特
別
教
育

●
期
間
＝
７
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮
●
受

講
料
＝
１
０
５
０
０
円
●
申
込
期
限
＝

７
月
20
日
㈬

★
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

●
期
間
＝
８
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮
●
受

講
料
＝
１
０
２
９
０
円
●
申
込
期
限
＝

７
月
27
日
㈬

〈
共
通
〉
◎
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時
◎
場
所
＝
宮
古
高
等
技
術
専
門
校

◎
定
員
＝
40
人
◎
申
し
込
み
＝
岩
手
労

働
基
準
協
会
宮
古
支
部
︵
☎
�
４
９
０

６
︶

▼
消
防
設
備
士
試
験

●
日
時
＝
８
月
27
日
㈯
午
前
９
時
●
試

験
会
場
＝
盛
岡
市
﹆
奥
州
市
●
受
験
料

＝
甲
種
／
５
０
０
０
円
﹆
乙
種
／
３
４

０
０
円
●
申
込
期
間
＝
書
類
申
請
／
７

月
７
日
㈭
～
15
日
㈮
※
消
印
有
効
﹆
電

子
申
請
／
７
月
４
日
㈪
～
12
日
㈫
午
後

５
時
●
願
書
の
配
布
場
所
＝
宮
古
消
防

署
︵
☎
�
５
５
３
３
︶﹆新
里
分
署
︵
☎

�
２
０
１
１
︶﹆
川
井
分
署
︵
☎
�
２

１
１
０
︶
●
願
書
の
提
出
先
・
問
い
合

わ
せ
＝
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
岩
手

県
支
部
︵
〒
０
２
０
・
０
０
１
５
﹆
盛

岡
市
本
町
通
１
の
９
の
14
﹆☎
０
１
９
・

６
５
４
・
７
０
０
６
﹆
h
０
１
９
・
６

２
２
・
０
９
２
２
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▼
第
25
回
宮
古
地
方
名
人
戦

●
日
時
＝
７
月
10
日
㈰
午
前
10
時
●
場

所
＝
日
本
棋
院
宮
古
支
部
︵
南
町
４
の

３
︶
●
参
加
料
＝
１
８
０
０
円
︵
女
性
・

学
生
１
０
０
０
円
︶
●
問
い
合
わ
せ
＝

囲
碁
ク
ラ
ブ
︵
☎
�
９
０
４
７
︶

▼
７
月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
日
時
＝
７
月
10
日
㈰
午
後
１
時
～
３

時
30
分
●
内
容
＝
教
育
内
容
﹆
進
路
状

況
﹆
入
試
制
度
な
ど
の
紹
介
。
施
設
見

学
﹆
模
擬
授
業
●
場
所
・
問
い
合
わ
せ

＝
県
立
大
学
宮
古
短
期
大
学
部
︵
☎
�

２
２
３
０
︶

▼
伊
藤
奏
子
の
バ
イ
オ
リ
ン
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
「
が
ん
ば
ろ
う
宮
古
」

　

本
市
出
身
で
﹆
英
国
王
立
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
音
楽
院
で
指
導
に
あ
た
る
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
伊
藤
奏
子
さ
ん
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

●
日
時
＝
７
月
10
日
㈰
午
後
２
時
●
場

所
＝
山
口
公
民
館
●
入
場
料
＝
無
料
●

問
い
合
わ
せ
＝
伊
藤︵
☎
�
６
４
９
０
︶

▼
県
立
宮
古
高
等
看
護
学
院
「
学
校
公

開
」
〜
看
護
を
実
際
に
体
験
し
よ
う
〜

　

看
護
に
関
心
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
７
月
16
日
㈯
午
前
９
時
～
正

午
※
受
付
は
11
時
ま
で
●
申
込
期
限
＝

７
月
13
日
㈬
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
県

立
宮
古
高
等
看
護
学
院
︵
☎
・
h
�
５

０
２
２
︶

▼
「
み
や
こ
自
分
史
サ
ー
ク
ル
２
０
１

１
」
参
加
者
募
集

　

パ
ソ
コ
ン
や
手
書
き
で
自
分
史
を
つ

づ
り
﹆
手
作
り
で
製
本
し
ま
す
。
あ
な

た
の
生
き
方
や
貴
重
な
体
験
を
子
や
孫

開
催
・
募
集
な
ど

第24回磯の生物展
ーミニミニ・すいぞくかんー

■期間　７月14日㈭〜８月21日㈰
■時間　午前９時〜午後４時30分
■内容　
・21個の小水槽に三陸沿岸に生息する魚
貝類を展示
・のぞき水槽、タッチプールで、さかな
の観察
・ウミホタルの発光ショー
■入場料　一般／300円、学生／140円、
高校生以下／無料　※20人以上の場合、
団体割引あり
■休館日　毎週月曜日※８月８日・15日
㈪は開館
■問い合わせ　県立水産科学館（☎63−
5353）

ど
ん
な
生
き
物
に
会
え
る
か
な
？

昭和通りのおかみさんもてなしたい
宮古の七夕

　末広町商店街の昭和通りのおかみさん
各店を中心に、七夕飾りなどを展示しま
す。短冊に願い事を書いて飾りましょう。
　メイン会場の「糸ぐるま」では、来場
者へのおもてなしとして、水ようかんな
どを振る舞います。
　皆さんのご来場をお待ちしています。
■期間　７月１日㈮〜７日㈭
■場所　末広町各商店・宮古駅前
■問い合わせ　昭和通りのおかみさんも
てなしたい事務局・松原（☎62−3632）

短
冊
に
願
い
事
を
書
き
ま
せ
ん
か

広
報2011.7.1⓳
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おめでたおくやみ
６／１～６／15（届け出順・敬称略）

生まれた赤ちゃん
松本啓太郎（けいたろう）    

　　　　　　　　　　　　    　宮町四丁目 （良啓）
伊東光輝（みつき）    　下荒谷２    （和男）
上野結叶（ゆうと）  　　花輪二        （文裕）
大澤茉奈（まな） 　　　乙部２　　（茂和）
清水　咲（さく）       　 鴨崎町 　　（卓哉）
駒井　綾（あや）       　 佐原二丁目    （徹）
舘下碧子（みこ）      　　藤畑            （知廣）
工藤真沙希（まさき） 中里団地    （喜実）
三澤綾乃（あやの）        田鎖三        （真一）

♡結婚したお二人♡

齋藤善光・三河昌子＝磯鶏沖

0件
7件
0件
15件
22件

犯罪件数（宮古市内）
刑
法
犯
発
生
件
数

住宅侵入盗
自転車盗難
車上狙い
そのほか
　計

（5月1日〜31日）

0人
0人
0人

振り込め詐欺被害
未成年者の刑法犯
未成年者の補導

■亡くなった方■

千村君代 （62）千鶏
大内澄子 （94）末広町
佐々木シミヱ （81）古里
田野濱幸治 （89）上鼻一丁目
佐々木唯衣 （１）赤前上
中村マサ子 （68）川内
中村敏晴 （70）宮町三丁目
藤村　一 （79）刈屋
刈屋サト （90）山口二丁目
大倉榮藏 （90）長根一丁目
八城調子 （77）西ヶ丘四丁目
盛合仁夫 （97）実田二丁目
鈴木京子 （74）小沢一丁目
中島ミヨノ （88）刈屋
前川五郎 （75）宮町三丁目
鈴木　修 （67）古里
在原正吉 （92）和見町
西野琴子 （70）保久田
;宿弘子 （66）西町三丁目
山根賢一 （79）赤前中乙
坂本松夫 （77）西町三丁目
佐々木克巳 （92）小角柄
堀川r男 （67）小堀内
櫻井紀子 （66）藤原上町
澤田　隆 （66）西町一丁目
村上一男 （85）田の神一丁目
竹内宗平 （91）西町三丁目

　交通災害共済は、金融機関など
の窓口で直接、申込書に掛け金を
添えて申し込んでください（交通
安全母の会による取りまとめはあ
りません）。
■加入できる人　
❶市内に住所がある人　
❷市に外国人登録をしている人
※学生も親元から加入できます
■共済期間　８月１日㈪～平成24
年７月31日㈫　※加入受付日が８
月１日以降の場合は、受付日の翌
日の午前０時から保険適用
■共済掛け金　年額１人400円
■申込受付
❶９月30日㈮まで…市内金融機関
（臨時店舗窓口を除く）

❷10月１日㈯以降…市生活課（市
役所３階）、各総合事務所住民生
活課、各出張所
■申込書などの配布場所　市内金
融機関（臨時店舗窓口を除く）、
市生活課、各総合事務所住民生活
課、各出張所、各避難所　
※行政連絡員が任命されている地
区は、連絡員が申込書・チラシを
各世帯に配布します
■見舞金の対象となる交通事故　
道路上での自動車、バイクおよび
自転車などの交通に伴う事故
■見舞金の金額　傷害の見舞金は
２万円（最低保障額）から30万円
（最高限度額）までの範囲で、入
院や通院の日数に応じた金額

■交通遺児年金　加入していた父
母が交通事故で死亡または重度障
がいになった場合、子どもが18歳
に達する日以後の最初の３月31日
までの間、年額６万円を給付
■問い合わせ　市生活課生活安全
担当（☎68-9079）

　平成23年４月から下水道の使用
が可能となった千徳第13地割、近
内地区、八木沢地区の一部に土地
（宅地）を所有している人には、
８月から下水道受益者負担金が課
せられます。該当する人には、申
告書を送付していますので、７
月15日㈮までに提出をお願いしま
す。
■問い合わせ　市上下水道部経営
課（☎63-1115）

　このたびの震災で、仕事中や出
勤・帰宅途中などに被災し、けが
や死亡した場合には、労災保険の
給付が受けられます。
　給付の内容は、治療などにかか
る給付をはじめ、亡くなった場合
には遺族（補償）年金や一時金、
治療のため仕事に行けない場合
は、その賃金にかかる約８割に相
当する給付、障がいが残った場合
は、障害（補償）年金または一時
金などです。
　なお、行方が分からなくなって
から３カ月が経過し生死が不明な
場合や、死亡が確認されても日時
が分からない場合は、特例で３月
11日に死亡したと推定して、労災
保険の遺族（補償）年金または一
時金を請求することができます。
　詳しくは、労働基準監督署まで
お早めにご相談ください。
■問い合わせ　宮古労働基準監督
署（☎62-6455）

申告書の提出を
下水道受益者負担金

市上下水道部

※婚姻、離婚、養子縁組など、戸籍
の届け出のときは、本人確認のため
身分証明書の提示をお願いします。
※届け出の際、広報への掲載を希望
した場合に載せています。

交通災害共済にご加入を
お申し込みは金融機関で

市生活課

交通災害の程度 共済見
舞金額

死亡または１級の
身体障がいなど 110万円

傷害 入院１日につき 2,000円
通院１日につき 1,000円

震災で被災した場合の
労災保険の給付について

宮古労働基準監督署
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宮 古 市 役 所   ☎62−2111
田老総合事務所　☎87−2111
新里総合事務所　☎72−2111
川井総合事務所　☎76−2111

お知らせ

●罹災証明を受けることができな
い人の応急仮設住宅への入居申込
について
　震災時に被災したアパートなど
に住んでいた罹災証明を受けるこ
とができない人が応急仮設住宅へ
の入居を申し込む場合、アパート
の大家から立ち退き証明をもらう
ことで、仮設住宅への入居を申し
込むことができます。
　該当する人はお早めの手続きを
お願いします。
●入居申込の受付を終了
　応急仮設住宅の入居申込の受け
付けは、７月11日㈪をめどに終了
します。
　入居を希望する人で、手続きが
まだ済んでいない場合は、期限ま
での手続きをお願いします。

〈共通〉
■問い合わせ　市建築住宅課住宅
担当（☎68-9107）

　広報６月１日号でお知らせした
「災害弔慰金」の支給について、「業
務中の死亡によって支給される給
付金が別にある場合には、弔慰金
は支給されません」としましたが、
支給対象とならないのは、次の給
付金を受ける場合に限ります。
■支給対象とならない場合
　警察表彰規則、消防表彰規定お
よび賞じゅつ金に関する訓令に基
づき支給される賞じゅつ金や特別
賞じゅつ金が支給される場合
■問い合わせ　市福祉課地域福祉
担当（☎68-9082）

　７月18日㈪の家庭ごみ収集は次
のとおりです。
■宮古地域　燃やせるごみは、通
常どおり収集します。資源物・プ
ラスチック製容器包装の収集は休
みます。
■田老・新里・川井地域　通常ど
おり収集します
　小山田のごみ処理場は、日曜日
を除き毎日稼働していますので、
祝日でもごみの持ち込みはできま
す。搬入時間は❶午前９時～正午、
❷午後１時～４時30分です。
■問い合わせ　
【収集】市環境課きれいなまち推
進室（☎64-6488）
【持ち込み】宮古地区広域行政組
合計量棟（☎63-7698）
　

　市が所有する土地を売却しま
す。希望する人は、市のホームペー
ジで確認するか、市財政課（市役
所４階）までお問い合わせくださ
い。
●山口二丁目地内
　山口二丁目に所有する土地を抽
選により売却します。
■売却物件　山口二丁目234番８
（346㎡、4,498千円）

■申込方法　売払い申請書を市財
政課または市ホームページからダ
ウンロードし、必要書類を添えて
持参または郵送してください
■受付期間　７月４日㈪～22日㈮
／午前９時～午後５時　※閉庁日
を除く
■抽選予定日　８月５日㈮　※詳
細は受付後にお知らせします
●花巻市石鳥谷地内
　花巻市石鳥谷地内の土地も販売
しています。
■売却場所　花巻市石鳥谷町好地
第４地割80番72、113、168、174、
175、182

■区画面積　223.45㎡～259.87㎡
■価格帯　3,960千円～4,740千円

〈共通〉
■申し込み・問い合わせ　市財政
課管財担当（〒027-8501、住所
不要、☎68-9069）

　市は、国の緊急雇用補助金を活
用し、東日本大震災からの早期の
産業（事業）再生を図ることを目
的として、地域産業のモデルとな
る観光・物産分野などの振興事業
案を募集します。
■緊急雇用の補助金
【事業名】　緊急雇用創出事業
【雇用期間】１年以内（平成24年
度まで実施可能の予定）
※事業費に占める人件費の割合は
５割以上
■応募資格　市内の企業・事業者・
団体など
■応募方法　公募要項を送付しま
すので、電話などで事務局までお
問い合わせください。
■応募期限　７月25日㈪
■問い合わせ　市緊急雇用総合対
策本部（市産業支援センター内、
☎68-9092）

　市は、地震および津波による被
災地域の新たなまちづくりに向
け、復興計画の策定を進めていま
す。
　今後、復興計画を円滑に進める
ためには、土地の高値を見込んだ
買い占めなど不当な土地取引を防
止し、適正な地価水準を保つこと
が必要です。
　このため、市は土地の買い占め
や価格上昇などの情報を収集して
いますので、このような情報をお
持ちの人は、市企画課に情報提供
をお願いします。
■問い合わせ　市企画課企画・評
価担当（☎68-9064）

山口二丁目地内の
市有地を売却します

市財政課

応急仮設住宅の
入居申込について

市建築住宅課

７月18日・海の日の
家庭ごみ収集について

市環境課きれいなまち推進室

業務中に死亡された方への
災害弔慰金の支給について

市福祉課

失業者を雇用する産業再生
モデル事業案を募集します

市産業支援センター

お寄せください
土地取引の情報

市企画課
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市
教
育
委
員
会
文
化
課   

編

ふるさと博物館

十三仏霊場の平面図（●数字は石碑などの位置）

宮
古
市
指
定
有
形
文
化
財
　

　
前
号
で
紹
介
し
た
鞭
牛
は
、
大
飢き

饉き
ん

で
亡
く
な
っ
た
多
く
の
人
々
を
供
養
し

た
り
、
人
々
や
物
資
が
行
き
来
す
る
道

の
難
所
を
開
削
し
た
り
す
る
た
め
に
、

南
川
目
に
や
っ
て
来
て
岩
屋
を
開
く
と

と
も
に
、
十
三
仏
霊
場
も
再
興
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
川
目
沢
の
十
三
仏
橋
上
流
か
ら

山
道
を
20
分
程
登
る
と
、
垂
直
に
切
り

立
っ
た
巨
大
な
岩
が
立
ち
は
だ
か
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
巨
岩
の
周
囲
や
頂
上
に

は
、
阿
弥
陀
如
来
や
観
音
菩
薩
・
薬
師

如
来
な
ど
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。

　
十
三
仏
と
は
、
死
者
の
追つ

い

善ぜ
ん

供く

養よ
う

と

し
て
初
七
日
か
ら
三
十
三
回
忌
ま
で
の

間
に
行
う
十
三
回
の
法
要
を
そ
れ
ぞ
れ

に
守
護
す
る
本
尊
を
総
称
し
た
も
の
で

す
。
死
者
を
供
養
す
る
十
三
の
仏ぶ

つ

菩ぼ

薩さ
つ

だ
け
で
な
く
、
胎
内
く
ぐ
り
の
行ぎ

ょ
う

場ば

や

一
字
一
石
血
書
供
養
塔
な
ど
も
あ
り
、

鞭
牛
が
自
ら
の
修
行
と
信
仰
に
励
み
な

が
ら
、
道
路
開
削
へ
の
思
い
を
込
め
た

場
所
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

十三仏霊場の頂上

市
長
の
ひ
と
り
言

　

３
月
11
日
の
被
災
か
ら
﹆
早
い
も

の
で
４
カ
月
目
を
向
か
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
６
月
26
日
に
は
﹆﹁
宮
古

市
東
日
本
大
震
災
合
同
慰
霊
祭
﹂
を

執
り
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

宮
古
市
は
い
ま
﹆
復
旧
か
ら
復
興

へ
向
け
て
確
実
な
一
歩
を
踏
み
出
し

て
い
ま
す
。

　

６
月
11
・
12
日
に
は
﹆
末
広
町
商

店
街
な
ど
で
﹁
宮
古
あ
き
ん
ど
復
興

市
﹂
が
﹆
宮
古
市
魚
菜
市
場
で
は
﹁
宮

古
市
魚
菜
市
場
復
興
市
﹂
が
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
12
日
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
﹁
パ
ワ
ー
ス
ト
ッ
ク
﹂

で
は
ロ
ッ
ク
な
ど
の
ラ
イ
ブ
が
催
さ

れ
﹆
若
者
を
中
心
と
し
た
多
く
の
市

民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。﹁
こ
ん
な
に

も
た
く
さ
ん
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

宮
古
に
は
溢
れ
て
い
る
ん
だ
﹂
と
頼

も
し
く
思
い
ま
し
た
。
災
害
を
物
と

も
せ
ず
﹆
前
に
突
き
進
む
姿
を
見
て
﹆

﹁
宮
古
市
は
必
ず
や
復
興
す
る
﹂
と
の

思
い
を
あ
ら
た
め
て
確
信
し
ま
し
た
。

　

さ
て
﹆
こ
の
た
び
宮
古
市
震
災
復

興
基
本
方
針
が
定
ま
り
﹆
そ
の
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
﹆
６
月
23
日
か

ら
各
地
区
で
住
民
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
﹆
十
分
に
話
し
合
っ
て
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
﹆
積
極
的
な
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



広
報2011.7.1�

LIBRARY

書館情報図
特集： 癒しの心

市立図書館（☎62−2414）田老分室（☎87−2976）新里分室（☎72−2019）川井分室（☎76−2167）

■開 館 時 間 　市立図書館･･･水〜土 9:00〜19:00 日火祝 9:00〜17:00
　　　　　　　　  新里・川井分室･･･火〜日 9:00〜17:00
■７月の休館日　  本館、川井分室･･･月曜日（18日は開館）、19日㈫（祝日  
                                    の振替）　新里分室…月曜日　※田老分室は休館中

場　　所 運行日・駐車時間

新　

里

刈屋・澤口守道氏宅前
刈屋・高橋理容所前
新里中学校前
愛福祉会前
茂市駅前
蟇目・上組団地前

14日
28日
㈭

11:00～
11:30～
13:10～
13:45～
14:15～
14:45～

11:15
11:45
13:30
14:00
14:30
15:00

田　

老

末前･伝承館前
田老第三小学校前
小堀内･馬場功氏宅前
ふれあい荘前

１日
15日
29日
㈮

11:05～
13:00～
14:10～
14:55～

11:20
13:30
14:30
15:15

場　　所 運行日・駐車時間

川
井川井ソーイング前 12日

㈫ 13:45～13:55

門　

馬

佐々木善重氏宅前
松草寒三氏宅前
門馬出張所前
「道の駅」区界高原駐車場
石橋氏宅前

13日
㈬

10:45～
10:55～
11:10～
11:40～
12:50～

10:55
11:05
11:30
12:00
12:55

川
内
・
箱
石

箱石駅前
好心寺前

14日
㈭

14:55～
15:10～

15:05
15:20

場　　所 運行日・駐車時間

小　

国　

・　

江　

繫

上湯沢集会所前
小国地域振興センター
小国バス停付近
小国出張所前
大久保バス停付近
熊谷キエ氏宅前
白椛氏宅前

15日
㈮

10:40～
10:55～
11:10～
11:25～
13:50～
14:10～
14:30～

10:50
11:05
11:20
11:40
14:00
14:20
14:40

７月の移動図書館車「うぐいす号（田老・新里）・しらかば号（川井）」運行日程

『こだまでしょうか、
いいえ、誰でも。』

金子  みすゞ  著

「遊ぼう」っていうと
「遊ぼう」っていう…
…。優しい詩が心に
響きます。童謡詩人
金子みすゞの詩100
篇を収録しています。

時／「彦星と織姫」（20分）
●７月９日㈯午前11時、午後２
時／「いじわる狐ランボーの涙」
（15分）「ジャングル大帝～忠告
～」（24分）
●７月16日㈯午前11時、午後２
時／「釣りキチ三平～釣り場の
子ギツネ～」（25分）
●７月23日㈯午前11時、午後２
時／「ミッキーマウスのお誕生
日パーティー」（９分）「金のが
ちょう」（25分）
●７月30日㈯午前11時、午後２
時／「眠れぬ夜の小さなお話４」
（18分）「10ぴきのかえるのなつ
まつり」（20分）
おはなし会／子ども図書室
●７月２日㈯・14日㈭・16日㈯
午後２時30分／絵本・紙芝居の
読み聞かせ、折り紙遊び

津波の被害により休館中です。

特集「冒険」
　冒険の本を紹介します。

こども映画会
●７月２日㈯午後２時／「ミッ
キーマウスのバンドコンサート」
（10分）「おむすびころりん」（12
分）
おはなし会
●７月２日㈯映画会終了後、28
日㈭午前10時30分～11時／絵
本・紙芝居の読み聞かせ、折り
紙遊び

特集「夏の夜空を見上げてごら
ん」
　宇宙や星座などの本を紹介し
ます。
こども映画会
●７月２日㈯午前11時／「こぶ
とりじいさん」（12分）「彦一と
んちばなし」（12分）
●７月16日㈯午前11時／「みに
くいアヒルの子」（12分）「赤い靴」
（12分）

おはなし会
●７月２日・16日㈯映画会終了
後／絵本の読み聞かせ

子ども図書特集「きょうりゅう
の絵本」／子ども図書室前
　子どもたちの大好きなきょう
りゅうの絵本を紹介します。
こども映画会／視聴覚室
●７月２日㈯午前11時、午後２

温泉に入って心も体
もリフレッシュ。県内
の温泉２２９湯を紹介
しています。

『いわての温泉
パーフェクトガイド』

岩手日報社企画編集部編集

市立図書館

田老分室

新里分室

川井分室
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にぎわいを取り戻そう
宮古あきんど復興市

「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち

広

報

広

報
「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま

ち「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのま
ち

2011.7.1

集

後

記

編

●24宮古市からのお知らせをモバイルメールで配信中（毎月１日・15日）

▼
あ
の
日
か
ら
３
カ
月
が
経
過
し
、

被
災
し
た
市
内
の
商
店
街
な
ど
も
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
広

報
も
６
月
１
日
号
か
ら
月
２
回
発
行

に
戻
り
、
取
材
に
も
出
か
け
て
い
ま

す
が
、
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
が
こ
と
し
は
行
わ
れ
ず
寂
し
い

よ
う
な
…
。
一
日
で
も
早
く
元
の
元

気
な
宮
古
市
を
広
報
で
お
伝
え
で

き
る
よ
う
私
も
頑
張
り
ま
す
。（
義
）

▼
６
月
１
日
号
「
写
真
特
集
・
津
波
」

に
は
多
く
の
反
響
を
い
た
だ
き
、
増

刷
し
た
在
庫
も
す
ぐ
に
底
を
つ
き
ま

し
た
。
編
集
で
は
、
通
常
の
広
報
の

ス
タ
イ
ル
を
捨
て
、
見
出
し
や
リ
ー

ド
文
は
付
け
ず
写
真
の
説
明
文
だ
け

に
と
ど
め
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
言

葉
が
浮
か
ん
で
は
消
え
て
い
き
ま
し

た
が
、
悲
し
み
や
痛
み
を
あ
り
の
ま

ま
表
現
す
る
の
に
、
言
葉
は
無
力
だ

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
同
じ
写
真
一

点
を
と
っ
て
も
、
見
る
人
一
人
一
人

の
心
に
異
な
る
思
い
が
あ
り
ま
す
。

言
葉
は
心
を
超
え
ま
せ
ん
。
６
万
人

の
目
で
見
て
、
感
じ
て
、
語
り
伝
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
寛
）

▼
こ
の
た
び
の
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
震
災
で
あ
ら
た
め
て
広
報
紙

は
行
政
と
住
民
と
を
結
ぶ
貴
重
な
情
報

伝
達
手
段
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
さ
て
私
ご
と
で
あ
り
ま

す
が
、
広
報
担
当
を
卒
業
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
３
年
前
、
一
緒
に
異
動

し
て
き
た（
藤
）担
当
長
も
卒
業
で
す
。

こ
の
３
年
間
、
取
材
先
で
お
会
い
し
た

皆
さ
ま
、
広
報
み
や
こ
を
ご
覧
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
藤
）担
当
長
と
も
ど
も
、

新
天
地
で
も
ま
た
頑
張
り
ま
す
。（
尚
）

　
　
　

ン
バ
ロ
ウ
!!
宮
古
。
頑

　
　
　

張
る
ぞ
!!
商
店
街
。

　

宮
古
あ
き
ん
ど
復
興
市
（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
は
６
月

11
・
12
の
両
日
、
末
広
町
商
店

街
と
中
央
通
商
店
街
特
設
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ち
ょ
う

ど
３
カ
月
後
に
当
た
る
こ
の

日
、
被
災
し
た
商
店
街
の
に
ぎ

わ
い
を
復
活
さ
せ
、
復
興
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
開
催

し
た
も
の
で
す
。
市
内
小
中
学

校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
郷
土
芸

能
、
市
内
外
の
音
楽
愛
好
家
や

太
鼓
団
体
な
ど
が
、
演
奏
や
踊

り
を
披
露
。
末
広
町
・
り
あ
す

ガ

亭
で
は
岩
手
県
出
身
者
の
落
語

会
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
来
場
者
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
青
森
県
黒
石
市
、
兵

庫
県
神
戸
市
か
ら
の
Ｂ
級
ご
当

地
グ
ル
メ
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
来
場
者
が
各
地
の
味
を
求

め
て
長
蛇
の
列
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。

　

震
災
後
、
一
時
的
に
失
わ
れ

て
い
た
街
な
か
の
活
気
を
取
り

戻
そ
う
と
企
画
さ
れ
た
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
。
復
興
に
向
け
た
、

地
元
商
店
街
の
あ
き
ん
ど
た
ち

の
力
強
い
決
意
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

（写真上）元・大関小錦さんのライブ・パフォーマンス、
（中）大空高く響き渡った勇ましい山口太鼓の演奏、（下）軽
トラ市で買い物を楽しむ通行客


